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研究成果の概要（和文）：コーパス、すなわち、電子媒体の言語資料を日本語研究に利用するさ

まざまな可能性に取り組み、その有効性を数々の事例研究に基づいて明らかにした。多岐にわ

たるその研究成果は国内外で論文、口頭発表、講演などの形で発表した。また、日本語研究に

おけるコーパス利用の普及のために、『コーパス日本語学ガイドブック』を刊行し、国内外でコ

ーパス日本語研究に関するワークショップやセミナーを開催した。 
 
研究成果の概要（英文）：We explored a variety of possibilities of applying electronic 
corpora to the study of the Japanese language, demonstrating a number of ways we may 
advance our understanding of the language with the use of corpora. With a view to promoting 
effective uses of Japanese corpora, we published “A Handbook of Japanese Corpus 
Linguistics”, as well as held several workshops and seminars on Japanese corpus 
linguistics. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 10,600,000 0 10,600,000 

２００７年度 8,800,000 0 8,800,000 

２００８年度 9,200,000 0 9,200,000 
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１．研究開始当初の背景 
 英語の研究においては、早くからコンピュ
ータを利用した文法研究や辞書編纂が行わ
れており、すでに膨大な実績の蓄積がある。
英語以外の言語でも同様の努力が国家レベ
ルで精力的に行われつつある。これに対して、
日本語研究におけるコーパスの利用ははな
はだしく立ち遅れ、コーパスの価値や可能性
が大多数の研究者に十分に知られておらず、
そのために研究者も少ないという状況にあ
った。本研究課題は、そうした状況を背景と

して、コーパス利用の意義を明らかにし、コ
ーパスを利用した日本語研究法の普及、そし
てそれによる日本語研究の精密化と深化・発
展に貢献することを意図して計画された。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、コーパスを用いた日本語研
究の深化発展とコーパス構築へのフィード
バックという２つの課題を自らに課した。す
なわち、第１に、今後の日本語研究にとって
不可欠の存在となることが確実なコーパス



について、具体的な事例研究を通してその利
用の価値を明らかにし、日本語の新しい研究
領域・手法を開発するとともに、それにより
学界に対してコーパスを用いた日本語研究
の啓蒙・普及を図ることを目的とした。第２
に、本特定領域研究の中心的な成果となる、
我が国初でありかつ将来日本語研究の標準
的資料として広範に利用されるであろう大
規模な書き言葉コーパスの構築の進行に伴
い、それを日本語研究に適用し、その過程で
得られた知見をコーパスの構築にフィード
バックすることをも目的とした。 
 
３．研究の方法 

研究内容は多岐にわたるが、本研究課題の
中心的な目的であるコーパスを用いた日本
語研究の深化発展という課題については、研
究課題名にもある通り、主に次の２つの観点
から研究に取り組んだ。 
 
(1)日本語研究の精密化 
 コーパスから得られる豊富な用例を利用
することにより、従来少数の用例や内省に依
存して行われてきた種類の日本語研究を精
密化し、より実証的なものにすることができ
る。種々のコーパスを利用して、日本語の文
法や意味に関わるさまざまな問題を題材と
してその可能性を検討した。 
(2)新しい研究領域・手法 
 コーパス固有の特性を生かすことにより、
旧来の言語研究資料では実現できなかった
様々な種類の研究への道が拓かれる。新しく
独自に作成したいくつかのコーパスを利用
しつつ、さまざまな観点からその可能性を追
求した。 
 
４．研究成果 
 本研究課題の主要な研究成果を、上記の
(1)、(2)の別に従って記す。その範疇に入ら
ない研究成果等については毎年度に刊行し
た研究成果報告書、特に最終報告書である
『コーパス日本語学の新展開』を参照願いた
い。 
 
(1)日本語研究の精密化 
・複合辞の研究 
 複合助詞には、「に関する」と「に関して
の」のように連体用法において２通りの語形
を持つもの、「に対して」と「に対し」、「た
めに」と「ため」のように連用用法において
２通りの語形を持つものがある。このような、
各用法で複数の語形を持つ複合助詞「によっ
て」「において」「に関して」「に対して」「に
際して」「ために」について、『現代日本語書
き言葉均衡コーパス(BCCWJ)』等のコーパス
において、いずれの語形が用いられているか
調査した。その結果、「によって」は、意味

用法によって異なりはあるものの、連体用法
において圧倒的に「による」の形が用いられ
ること、「に際して」は、他の複合助詞と異
なり、連体用法において圧倒的に「に際して
の」の形が用いられること、「に対して」は、
接続助詞用法の場合「に対して」「に対し」
のいずれも用いられるのに対して、格助詞用
法の場合「に対して」が好まれること、「た
めに」は、目的用法の場合「ために」が、理
由用法の場合「ため」が好まれることなどを
明らかにした。さらに、このような語形の偏
りは、複合助詞の品詞性（格助詞的か接続助
詞的か）の違いによるものであることを示し
た。 
 日本語のコピュラの形式と分布の問題は
日本語文法の根幹に位置する基礎的な問題
でありながら、これまで研究の関心が向けら
れることすらなかった。2006 年にこの問題に
関する主として内省に基づく考察の結果を
発表したが、コピュラ形式の分布はその一部
にゆれの側面があり、内省ではその様相を正
確に判断することができない。本研究では、
数種類の大規模なコーパスを用いて、連体的
な位置におけるコピュラ形式「な」と「の」
の使い分けや、引用の「と」の直前における
コピュラの潜在の様相について調査・分析を
行った。 
 
・意味分析 
 接続助詞のように使われる「代わり（に）」
は興味深い意味的二重性を示す。これは単な
る意味上の問題ではなく、その背後には文法
的な性格の違いがあると考えられるが、とも
あれその意味的二重性はその区別が不明瞭
なケースがあることもあって問題の本質が
正確に捉えにくい。2008 年に作成した巨大な
Web コーパスを利用し、そこから得られる多
様な用例の観察・分析を通して、「代わり」
の意味的二重性について立ち入った考察を
行った。 
 「移動先」、｢留学先」、「投資先」などのよ
うに目標地点や相手方などを表す「漢語動名
詞＋‘先’」の種類と用法について、特に新
聞記事データベースの実例観察を行った。そ
の結果、「動名詞＋‘先’」の中に、ある種の
多義の解釈を許すものがあることが分かっ
た。例えば、｢受注先｣は「受注者」を指すこ
とと「被受注者（発注者）」を指すこととが
あり、「引用先」は「引用主体（の文書）」を
指すことと「被引用者（引用の出典）」を指
すことがある。多様な「～先」の意味分析を
行った上で、多義が生じるメカニズムの解明
を行った。 
 
(2)新しい研究領域・手法の開発 
・現代日本語の通時変化 
 国会会議録は、1947 年から今日に至る日本



語の話しことばの変化の様相をうかがい知
るのに有効に使える膨大な資料である。これ
を国立国会図書館の Webサイトから取得して
コーパスとして用いることにより、過去 60
年間における日本語の変化を明らかにする
試みを行った。 
 まず、「属する＞属す」や「論ずる＞論じ
る」に代表される一字漢語サ変動詞の活用の
変化とそのゆれの様相については、1990 年前
後の新聞記事に基づく調査・分析の結果を過
去に発表したことがあったが、国会会議録か
ら得られる用例を分析することにより、特定
の一時期だけの日本語の観察からは見えて
こない、活用の変化のより詳細な様相と動向
を明らかにすることができた。ほかにも異形
態や各種の慣用句形の選択に関わる通時変
化の様相を観察・分析した。 
また、「可能性」のように尺度的な属性を表
わす名詞とその属性の値の大きさ・小ささを
表わす形容詞とが構成する「可能性が大きい
／多い／高い／強い／濃い」のようなコロケ
ーションについて、その頻度の通時的な推移
を調査した。その結果、「～性」「～率」「～
度」のような名詞では、「高い」が主として
用いられる方向へと変化が進行中の可能性
があることが分かった。さらに、発話年代と
発話者の出生年代という２つの変数に注目
し、補助動詞のイルとオルの選択、人を主語
とする存在文でのイル（オル）とアルの選択、
「～的｛ナ／ノ｝」の選択、「まする」の使用、
副詞と否定辞との共起率などについて分析
を行った。その結果、どの現象でも、同じ年
代に出生した話者でも発話年代が進むにつ
れて使用傾向が変化する現象が見られた。こ
れは、発話年代での区分に基づく分析では知
りえなかった事実である。 
 現代語の通時コーパスとして、20 世紀後半
の新聞コラムのコーパスを作成し、現代語の
通時的研究を試みると同時に、通時コーパス
の分析に関する問題点の探索を継続した。新
聞のコラムを対象としたのは、テクストタイ
プが同じである、各年の延べ語数がほぼ等し
くなる、話題が適当に分散していて特定の語
彙に集中しない、という理由のほかに、各年
の書き手が原則として同一個人であり、言語
変化に関する書き手の影響を検討するのに
好適だからである。作成したコーパスは、毎
日新聞のコラム「余録」欄の、1950・60・70・
80・90・2000 年の各１年分、計６年分を収め
たプレイン・コーパスで、データ量（「茶筌」
の処理結果）は（固有名詞・数・記号・助詞・
助動詞を除く）実質的な単語で各年７～８万
語（延べ）である。これにより、20 世紀後半
で増減する単語の抽出や、単語使用における
「著作年代の差」と「書き手の違い」との影
響関係の分析などを行った。 
 科学技術振興機構（JST）が運営する科学

技術文献情報のオンライン・データベースサ
ービス“JDreamⅡ”を現代語の通時コーパス
とみなして、専門用語の借用／翻訳の選択が
どのようになされるのかを、事例研究により
試行的に検討した。“JDreamⅡ”には 1976 年
以降の文献情報データが大量に蓄積されて
おり（約 4,800 万件）、それを経年的に調べ
ることで、専門家が原語に接触して借用／翻
訳を主体的に選択した段階をとりだすこと
ができると見込まれる。“JDreamⅡ”の（医
学分野を除く）「科学技術全般ファイル」を
使 っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ 関 連 分 野 の
“ubiquitous”という英単語（原語）が日本
語の標題でどのように表現されているかを
調べた結果、外国論文の訳題では翻訳（「遍
在」等）を選択し、日本語論文の原題では借
用（「ユビキタス」）を選択する傾向が確認で
き、借用が「自国語に訳出する」というより
「自国語で案出する」という位相の中で行わ
れることが示唆された。 
 
・コロケーション・呼応 
 従来、日本語研究においてコロケーション
は基本的なキーワードとして広く認知され
てこなかったが、昨今辞書編集や日本語教育
への応用の観点から興味を引くようになっ
てきた。日本語コーパスからコロケーション
情報を抽出するには、英語の場合とはまた違
った手法が必要となる。2008 年に作成した巨
大な Web コーパスを用いて、日本語コーパス
からのコロケーション情報の抽出手法を検
討し、それによって得られた情報に基づいて
日本語コロケーション辞典の数項目を試作
し、また、用言の文法的性格の分析や類義的
な複合辞の違いの分析などを行った。また、
複合的な性質を持つコロケーションの概念
に着目する意義について、実例に即して考察
した。 
 従来「呼応」と呼ばれた現象について、通
時的・共時的の両面からコーパスを用いた分
析を行った。通時的な面では、「全然」と「全
く」の２つの副詞について分析したところ、
｢全く」に関しては、否定辞とよく共起する
方向に変化しており「違う」との共起率も高
まってきていることが分かった。また共時的
な面では、否定形の述語とよく共起する副詞
について分析し、従来知られていなかった傾
向をいくつか発見した。 
 
・マルチメディア・コーパス 
 コーパスを用いた言語研究を、話しことば
を基本とする「言語使用」の研究に拡大・発
展させていくためには、言語形式が検索でき
るというだけではなく、実際の発話場面にお
ける映像と音声を参照して、その使用にかか
わる各種の情報をも同時に得ることのでき
る「マルチメディア・コーパス」が必要にな



る。その試作版として、国立国語研究所「テ
レビ放送の語彙調査」（1989 年 4～6 月）のＮ
ＨＫ総合・教育テレビのデータを収めた「Ｎ
ＨＫコーパス」と、大阪の 6放送局 7チャン
ネルが放送した 23 種類の対談番組（2009 年
3～8月、106 回分の放送）を収めた「対談番
組コーパス」とを作成した。どちらも、特定
の単語を指定すれば、それを含む文が発話さ
れた際の映像・実音声が再生できるようにし
たものである。これらを用いて、特定の言語
形式・表現と非言語行動との関係（思考動詞
「思う」が一人称主語の述語として発話され
る際の話し手の視線、擬音語･擬態語の発話
時の身振りの有無、指示詞（直示用法）の発
話時の指差しの共起など）の分析や、（言語
使用としての）談話と映像との関係を談話分
析の手法を用いて検討することなどを試み
た。 
 
・統計的手法 
 コーパスを用いた発見的研究の新たな可
能性を探るため、程度副詞と述語の間の共起
関係を、新聞記事のデータに多変量解析（因
子分析）の手法を適用することによって分析
し、それに基づいてそれぞれの程度副詞の特
徴づけを行うことを試みた。それぞれの程度
副詞と述語との共起の有無のデータを基に、
程度副詞の共起傾向に関わる因子を抽出し、
因子得点と述語の意味的（文体的）特性を参
照しながら意義付けを試み、内省に基づく従
来の記述と対照した。その結果、共起例の有
無という単純なデータに基づく方法でもお
よそ従来の記述と合致する結果が導かれる
ことが分かり、この方法を他のまだ十分記述
されていない現象の分析に利用しうる可能
性が示された。 
 コーパス日本語学において「探索的データ
解析」（Exploratory Data Analysis）という
統計手法が有効な分析ツールとなることを、
これまでの計量的日本語研究の成果・知見を
検証・追試することによって確認し、その上
で、探索的データ解析が用意する一連の手法
のうちのどれが、日本語についてのどのよう
な調査・研究に利用可能であるのかを、独自
に用意した中学校歴史教科書や新聞コラム
のコーパスを試料として明らかにした。とく
に、探索的データ解析の手法のうち、日本語
研究において有効と考えられる 10の手法（幹
葉表示、数値要約と平行箱型図、データのな
らし、ヒンジ散布度一定化のための再表現、
抵抗直線、蛇行箱型図、ルートグラム、二元
分析（中央値精錬法）、リジット解析、ロジ
ット変換）をとりあげ、具体的な日本語研究
への適用事例とともに、その利用法を紹介・
解説した。 
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